
第
四
十
三
回

定

期

総

会

◇
日

時

平
成
二
十
六
年
四
月
十
八
日

午
後
二
時
半
開
会

◇
場

所

古
河
電
工
「
季
潤
舎
」

◇
議

事

◎
報

告

承

認

事

項

①

平
成
二
十
五
年
度

活
動
経
過
報
告

②

平
成
二
十
五
年
度

会
計
決
算
報
告

及
び
監
査
結
果
報
告

◎
審

議

事

項

①

平
成
二
十
六
年
度

活
動
方
針(

案)

②

平
成
二
十
六
年
度

予
算(

案)

③

役
員
構
成
変
更

④

そ
の
他

◎

お

願

い

今
総
会
は
大
沢
駅
前
バ
ス
配

車
を
や
め
ま
す
が
、
自
家
用

車
利
用
の
方
に
は
相
乗
り
を

お
願
い
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
。

（
ガ
ソ
リ
ン
代
支
給
し
ま
す
）

古
河
電
工
・
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
日
光

退
職
者
の
会

日
精
会

発
行
責
任
者

日
野

亮
治

編
集
責
任
者

太
田

啓
三

№１４１ 日精会たより 平成２６年４月

こ
の
一
年
、
自
公
政
権
の
政
治
は
数
の
力
で
、
年
金
引

き
下
げ
・
消
費
税
率
引
き
上
げ
・
物
価
高
な
ど
私
た
ち
高

齢
者
イ
ジ
メ
が
顕
著
で
あ
り
、
先
行
き
が
不
安
の
状
況
で

す
。さ

て
、
私
た
ち
日
精
会
は
創
立
四
十
年
を
迎
え
、
大
き

く
飛
躍
し
た
年
で
あ
り
ま
し
た
。

４
月
に
総
会
と
創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
及
び
懇
親
会

を
開
催
し
、
併
せ
て
記
念
誌
を
発
行
し
ま
し
た
。
四
十
年

を
顧
み
ま
す
と
諸
先
輩
達
及
び
役
員
が
良
き
伝
統
を
継
承

し
て
、
こ
の
機
会
に
記
念
行
事
を
開
催
で
き
た
事
を
誇
り

と
し
て
い
ま
す
。

記
念
行
事
で
は
栃
木
県
労
福
協
会
長
伍
井
邦
夫
氏
か
ら

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の
生
活
」
と
題
し
た
特
別
講
演
を

行
い
ま
し
た
。

ま
た
懇
親
会
で
は
来
賓
も
含
め

名
の
参
加
が
あ
り
、

60

和
気
藹
々
と
賑
や
か
な
交
流
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と

わ

き

あ
い
あ
い

が
で
き
ま
し
た
。

全
体
行
事
の
日
帰
り
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
」
バ
ス
ツ

ア
ー
で
は
、
参
加
者
が

名
を
超
え
、
全
会
員
の
一
割
以

42

上
で
好
企
画
と
の
評
価
を
得
ま
し
た
。

記
念
祭
の
「
お
休
み
処
」
も
二
回
目
に
な
り
、

名
が

64

寄
っ
て
く
れ
た
こ
と
は
、
次
年
度
も
継
続
し
て
設
置
し
て

い
く
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
定
年
者
招
待
会
で
は
、
日
精
会
の
提
案
で
「
古

河
電
工
社
歌
」
を
初
め
て
全
員
で
斉
唱
し
、「
和
楽
踊
り
と

市
内
電
車
」
の
写
真
展
示
で
祝
い
、
踊
り
で
は
日
精
会
の

プ
ラ
カ
ー
ド
を
掲
げ
、
団
体
参
加
で
存
在
価
値
を
示
し
、

参
加
努
力
賞
を
受
け
ま
し
た
。

各
部
会
の
活
動
は
会
員
が
積
極
的
に
参
加
し
、
特
に
歩

こ
う
か
い
部
は
常
に

名
以
上
の
参
加
が
あ
り
好
評
で
し

40

た
。
女
性
部
は
二
年
目
を
迎
え
、
男
女
共
同
参
画
日
光
市

連
絡
会
主
催
の
「
人
生
、
い
ろ
ど
り
」
と
題
し
た
映
画
会

に
、
女
性
会
員
の
参
加
が
特
徴
的
で
し
た
。

①

高
退
連
に
幹
事
派
遣

高
退
連
幹
事
会
に
日
野
会
長
が
積
極
的
に
参
画
。

②

具
体
的
活
動

○

７
月

日

霞
ヶ
浦
湖
岸
ハ
イ
キ
ン
グ

４
名
参
加

25

○

月

日

第

回
定
期
総
会

10

29

20

宇
都
宮
「
ニ
ュ
ー
み
く
ら
」
で
開
催

４
名
参
加

①

会
員
増
の
活
動

○

な
ん
た
い
地
協
と
古
河
労
組
の
協
力
で
新
人
会
員
が
着
実

に
増
加
三
月
現
在
３
４
６
名
。

○

女
性
部
が
映
画
会
（
人
生
い
ろ
ど
り
）
に
９
名
参
加
。

○

日
精
会
た
よ
り
に
新
会
員
募
集
を
掲
載
し
た
。
対
象
は
途

中
退
職
の

才
以
上
の
女
性
と
転
勤
・
退
職
・
途
中
退
職

55

の

才
以
上
の
男
性
に
呼
び
か
け
３
名
入
会
。

60

○

行
事
企
画
部
会
を
三
回
開
催
し
、
旅
行
、
新
年
会
等
の
行

事
を
企
画
し
、
創
立
四
十
周
年
行
事
計
画
に
参
画
。

○

和
楽
祭
に
今
年
二
回
目
の
休
憩
所
「
休
み
処
」
を
行
事
企

画
部
が
主
体
と
な
っ
て
設
置
。
立
ち
寄
り
者

名
。
日

64

精
会
は
団
体
と
し
て

名
が
浴
衣
で
踊
り
に
参
加
。

22

②

定
期
総
会

○

４
月

日

昨
年
同
様
送
迎
バ
ス
を
出
し
て
出
席
者
増
を

15

図
り
、
会
場
は
季
潤
舎
で
開
催
。

○

創
立
四
十
周
年
記
念
式
典
は
来
賓
を
含
め

余
名
が
参
加

70

し
、
懇
親
会
は
二
時
間
に
及
ぶ
。

○

総
会
後
栃
木
県
労
働
者
福
祉
協
議
会
長
の
伍
井
邦
夫
氏

「
こ
れ
か
ら
の
高
齢
者
の
生
活
」
と
題
し
て
講
演
。。

○

大
正
生
ま
れ
の
会
員

名
に
記
念
の
粗
菓
を
贈
る

39

③

旅
行
会
と
工
場
見
学

○

旅
行
会
は
９
月
４
日

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
見
学
の
日
帰

り
旅
行
実
施
。
参
加
者
は

名
。

42

○

工
場
見
学
は
諸
般
の
事
情
で
今
回
も
中
止
。

○

新
年
会
は
２
月

～

日

鬼
怒
川
観
光
ホ
テ
ル
で
実
施

17

18

名
の
参
加
。

24

④

関
係
団
体
の
会
合

○

４
月

日

霧
降
森
林
公
園
で
、
な
ん
た
い
地
協
主
催

27

の
メ
ー
デ
ー
祭
典
に
日
野
会
長
出
席
。

○

７
月
３
日
、
古
河
日
光
事
業
所
長
・
古
河
ス
カ
イ
日
光

工
場
長
と
日
精
会
役
員
で
懇
親
会
開
催
。

○

月
３
日
、
古
河
グ
ル
ー
プ
労
連
日
光
地
区
支
部
労
組

10の
定
期
大
会
に
日
野
会
長
が
出
席
。

○

月

日
、
季
潤
舎
で
古
河
グ
ル
ー
プ
労
連
日
光
地
区

12

11

支
部
・
Ｕ
Ａ
Ｃ
Ｊ
労
組
の
役
員
と
日
精
会
本
部
役
員
と

の
交
流
実
施
。

○

月
３
日
、
な
ん
た
い
地
協
総
会
後
の
懇
親
会
に
太
田

11副
会
長
と
鈴
木
事
務
局
長
が
出
席
。

○

１
月

日
、
な
ん
た
い
地
協
の
旗
開
き
に
日
野
会
長
と

25

太
田
副
会
長
が
出
席
。

①
ゴ
ル
フ
大
会

日
光
市
民
ゴ
ル
フ
場

５
月

日

名
参
加

月

日

雨
天
中
止

23

37

10

24

②
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

今
市
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

５
月

日

名
参
加

月

日

名
参
加

12

32

10

18

35

③
囲
碁
大
会

日
光
市
中
央
公
民
館

６
月

日

７
名
参
加

月

日

５
名
参
加

12

11

13

④
将
棋
大
会

日
光
福
祉
セ
ン
タ
ー

６
月
１
日

名
参
加

月
２
日

名
参
加

13

11

15

⑤
カ
ラ
オ
ケ
大
会

今
市
バ
ン
バ
ン

６
月

日

名
参
加

月
８
日

名
参
加

14

10

11

14

⑤
歩
こ
う
か
い
行
事

７
月

日

美
ヶ
原
高
原
ハ
イ
キ
ン
グ

名
参
加

19

56

月

日

碓
氷
峠
軽
井
沢
ハ
イ
キ
ン
グ

名
参
加

10

31

40

各
支
部
の
活
動

○
細
尾
支
部

７
月

日

懇
親
会

７
名
参
加

10

こ
の
一
年
間
に
「
日
精
会
た
よ
り
」
を
１
３
６
号
～

１
４
０
号
ま
で
の
５
回
・
臨
時
資
料
・
会
員
名
簿
を
発
行

４
月

定
期
総
会
資
料

５
月

定
期
総
会
結
果

新
役
員
紹
介
・
部
会
行
事
案
内

７
月

部
行
事
結
果
・
記
念
祭
行
事
案
内
・
旅
行
案
内

月

部
行
事
結
果
・
女
性
部
報
告
・
旅
行
感
想
文

10

記
念
祭
報
告

１
月

各
界
の
新
年
ご
挨
拶

新
会
員
募
集

２
月

臨
時
資
料



◇
歩
こ
う
か
い
部

南
房
総
鋸
山
・
日
本
寺
廻
り
ハ
イ
キ
ン
グ

☆
５
月

日
（
水
）
会
費
六
千
五
百
円

28

鋸
山
山
頂
駅
（
ロ
ー
プ
ウ
エ
ィ
）
～
大
仏

（
１
時
間
歩
く
）
～
昼
食
（
海
鮮
丼
付
き
）

☆
締
切
日

月

日
（
日
）

5

18

申
込
み
先

大
門

新
一
（

ー
３
６
２
４
）

21

玄
梅

正
明
（

ー
２
８
３
４
）

54

上
尾

宣
行
（

ー
０
４
６
７
）

53

新
入
会
員
紹
介

◎
一
月
入
会

豊
岡

長
嶋

和
雄
様(

Ｇ
ゴ
ル
フ)

◎
三
月
入
会

東
町

長
尾

明
子
様(

歩
こ
う
）

所
野

佐
藤

武
夫
様(

歩
こ
う)

佐
藤

節
子
様(

歩
こ
う)

遠
地

井
上

久
夫
様

大
沢
西

福
田

公
一
様

遠
地

柏
木

伸
介
様

ご
逝
去

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

●
１
月
５
日
所
野

深
谷

時
朗
様
（

）
79

●
１
月
６
日
大
沢
東

鈴
木

実
様
（

）
93

●
２
月
７
日
東
町

根
岸

満
様
（

)62

●
２
月

日
東
町
神
山

秀
夫
様
（

）

26
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№１４１ 日精会たより 平成２６年４月

①
高
退
連

年
に
つ
い
て

20

結
成

周
年
を
迎
え
、
記
念

20

行
事
を
日
光
地
区
で
実
施
出
来

る
よ
う
提
案
し
て
い
く
。（
例
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
）

②

幹
事
の
派
遣

高
退
連
幹
事
会
に
幹
事
と
し

て
日
野
会
長
を
派
遣
し
、
全
面

①

部
会
の
活
動

充
実
し
た
活
動
を
目
指
し
、

補
助
金
を
含
め
受
益
者
負
担
の

方
向
で
回
数
増
な
ど
検
討
。

②

旅
行
会

行
事
企
画
部
で
検
討
立
案
し

実
施
に
向
け
て
い
く
。

③

工
場
見
学

日
産
上
三
川
工
場
を
予
定

し
、
企
画
部
で
検
討
。

④

忘
年
会
・
新
年
会

行
事

企
画
部
で
検
討
し
、
何
れ
か

を
実
施
す
る
。

⑤

労
組
と
の
交
流

労
組
執
行
部
と
本
部
役
員

の
意
志
疎
通
を
図
る
た
め
交

流
会
を
実
施
す
る
。

併
せ
て
工
場
幹
部
と
の
交

流
も
図
る
。

⑥

行
事
企
画
部

各
種
行
事
を
企
画
立
案
し
、

周
年
の
反
省
と
、

周
年

40

50

に
向
け
て
の
基
本
方
針
を
ま
と

め
る
。

⑦

女
性
部
の
組
織
強
化

昨
年
、
発
足
し
た
女
性
部
の

会
員
増
と
組
織
強
化
発
展
に
努

め
、
家
庭
の
奥
様
の
参
加
で
会

員

名
を
目
指
す
。

400
⑧

「
日
精
会
た
よ
り
」
発
行

年
間
５
～
６
回
を
発
行
し
、

カ
ラ
ー
印
刷
で
見
や
す
い
紙
面

に
努
め
る
。

⑨

会
員
と
の
連
携
強
化

現
在
、
支
部
役
員
の
協
力
で

資
料
配
付
や
会
費
納
入
が
円
滑

に
行
わ
れ
、
会
員
間
の
連
携
強

化
が
図
ら
れ
て
お
り
、
さ
ら
に

連
携
の
た
め
、
支
部
長
会
議
を

開
催
し
、
支
部
行
事
を
活
発
化

し
、
支
部
役
員
に
女
性
を
起
用
。

◇
カ
ラ
オ
ケ
部

カ
ラ
オ
ケ
バ
ン
バ
ン

１
時
開
始

会
費
五
百
円

第
１
回

６
月

日
（
金
）

13

第
２
回

月

日
（
金
）

11

14

今
年
度
も
ま
た
、
国
の
内
外
で
諸
問
題
を
抱
え
大

変
な
年
に
な
り
そ
う
で
す
。
分
け
て
も
国
内
の
政
治

は
、
２
年
目
を
む
か
え
た
巨
大
与
党
の
安
倍
内
閣
に

意
の
ま
ま
に
政
策
を
通
さ
れ
て
お
り
正
に
ブ
レ
ー
キ

の
効
か
な
い
政
権
と
な
り
ま
し
た
。
野
党
も
、
自
民

党
の
｛
良
識
派
｝
も
、
与
党
の
公
明
党
も
無
視
さ
れ

た
典
型
は
、
先
の

月
国
会
で
強
行
採
決
さ
れ
た
「
特

12

定
秘
密
保
護
法
案
」
で
し
た
。

「
決
め
ら
れ
る
政
治
や
な
こ
と
ば
か
り
決
め
」
（
毎

日
川
柳
よ
り
）
一
事
が
万
事
こ
の
調
子
で
は
、
本
当

に
恐
ろ
し
い
事
に
な
り
そ
う
で
す

＊
物
価
高
＊
大
増
税
＊
原
発
再
稼
働
＊
集
団
的
自
衛

権
＊
中
・
韓
問
題
等
々
ど
う
動
く
の
で
し
よ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
政
治
情
勢
の
な
か
我
々
高
齢
者
の
生

活
は
諸
物
価
の
高
騰
、
年
金
引
き
下
げ
、
医
療
費
負

担
増
（
～
７
４
歳
）
や
４
月
か
ら
の
消
費
税
ア
ッ
プ

等
々
で
一
段
と
苦
し
く
な
る
の
は
目
に
見
え
て
い
ま

す
。
個
々
の
「
生
活
の
自
衛
」
が
必
要
で
す
し
、
今

後
の
各
種
選
挙
で
明
確
に
国
民
の
意
思
を
示
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

さ
て
日
精
会
も
昨
年
度
は
創
立
四
十
周
年
を
祝
い

ま
し
た
が
、
上
部
団
体
で
あ
る
高
退
連
も
今
年
度
は

結
成
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
日
精
会
は
結
成
当
初

か
ら
の
永
年
に
わ
た
る
古
い
お
付
き
合
い
で
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
と
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
こ
と
で
も
あ
り
、

記
念
行
事
の
一
部
（
親
睦
）
を
、
日
光
地
域
で
や
る

お
手
伝
い
が
し
た
い
と
現
在
提
案
中
で
す
。
そ
の
節

は
会
員
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す

又
、
近
年
の
日
精
会
活
動
の
特
記
的
な
こ
と
は
、

前
号
で
も
少
し
記
し
ま
し
た
が
女
性
部
の
誕
生
に
も

関
連
し
、
女
性
の
活
動
が
活
発
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
歩
こ
う
会
へ
の
女
性
の
参
加
が

顕
著
で
す
。
特
に
今
ま
で
家
庭
に
い
た
奥
様
方
の
単

独
入
会
も
増
え
て
き
て
、
会
員
増
と
な
り
大
変
有
難

い
傾
向
で
、
会
員
数
４
０
０
名
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

末
尾
に
な
り
ま
し
た
が
４
月
に
行
わ
れ
た
、
市
長
選
、

市
議
選
の
ご
協
力
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

的
に
協
力
す
る
。

③

各
種
活
動
へ
の
参
加

各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

総
会
・
新
春
の
集
い
・
署
名

活
動
・
研
修
会
・
各
種
動
員

等
に
、
積
極
的
に
参
加
を
し

特
に
本
年
は
女
性
部
員
の
参

加
機
会
を
増
や
し
て
い
く
。

◇
ゴ
ル
フ
部

市
民
ゴ
ル
フ
場

８
時
半
集
合

第
１
回

５
月

日
（
木
）

15

第
２
回

月

日
（
木
）

10

16参
加
費
千
円

◇
Ｇ
ゴ
ル
フ
部

大
谷
橋
下
Ｇ
・
Ｐ

９
時
開
始

第
１
回

５
月

日
（
水
）

14

第
２
回

月
８
日
（
水
）

10

４

参
加
費
五
百
円

R

◇
囲
碁
部

日
光
公
民
館

９
時
集
合

第
１
回

６
月
８
日
（
日
）

第
２
回

月
９
日
（
日
）

11
参
加
費
千
円

◇
将
棋
部

日
光
福
祉
保
健
セ
ン
タ
ー

時
開
始

参
加
費
千
円

10
第
１
回

６
月
７
日
（
土
）

第
２
回

月
８
日
（
土
）

11

平 成 ２ ５ 年度決 算 ２６年度予算 （案）

(25．3．1～26．2．28）
収 支 総 額 会 費

（収入合計） （支出合計） （差引残） 312 人× 2,000
1,429,309 1,376,069 53,240 14 人× 1,000

収 入 の 部

項 目 予 算 決 算 予 算
前年度繰越金 52,957 52,957 53,240

会 費 670,000 634,000 638,000

特別会計繰入れ 410,000 410,000
預金利息 43 50 29
雑 収 入 280,000 332,302 280,000
合 計 1,413,000 1,429,309 971,269

支 出 の 部

項 目 予 算 決 算 予 算

事務費小計 80,000 86,646 89,000
事務用品費 15,000 22,316 24,000
印 刷 費 65,000 64,330 65,000

通信費 小計 66,000 68,810 71,000
郵送料 20,000 22,810 25,000
電話料 46,000 46,000 46,000

会議費 小計 515,000 579,868 186,000
総会・40 周年 400,000 483,373 85,000
幹事会費 55,000 32,100 35,000
役員会費 50,000 53,195 55,000

事業部費会費 10,000 11,200 11,000
行動費小計 250,000 182,350 210,000
行動費 180,000 129,350 150,000
旅費 70,000 53,000 60,000

事業部小計 358,000 374,395 264,000
事業・部費 298,000 317,395 197,000
支部行動補助 5,000 6,500 7,000

交流費 5,000 0 10,000
慶弔費 50,000 50,500 50,000

外部団体分担金 34,000 34,000 34,000
記念行事積立金 50,000 50,000 50,000

予備金 7,043 0 67,269
合 計 1,360,043 1,376,069 971,269

２５年度特別会計決算
前年度繰越金 今年度支出 今年度積立 利息 積立金合計

416,057 410,000 50,000 67 56,124
２６年特別会計予算(案)
前年度繰越金 本年支出 本年積立 利息 積立金合計

56,124 0 50,000 76 106,200

監査の結果、この報告の通り正 確であることを証明致します。

平成２６年３月１０日

監 査 高久 一彦

監 査 斎藤 朋義

各部費 内訳

ゴルフ 15,000

囲碁 5,000

将棋 10,000

カラオケ 10,000

G ゴルフ 15,000

歩こうかい 20,000

本部行事 70,000

女性部 5,000




